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な
塗
尊
㌔
｛

璽
醍
　
の
懸
盤
－

、
　
h
覧
　
赫
姶
保
縢

　
　
　
　
　
ト

　
　
’
　
f
　
　
一
に
国
璽
濟
駒

　
　
　
　
　
　
導
算
峠
澤
．
ー
ー
ψ
簸
噺
鐸

、 i

ヘ
　
　
　
ヘ
タ
ぴ

薬
パ

・
、
冒

＼
＼

牙
　
一
　
、
、

娼
一
願

等

　
　
　
、

回
し
て
驚
く
馨
薯
は
海
…
、

ピ

る
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
・

早
雪
の
啓
は
雪
う
迄
も
な
い
が

A
牧
炭
慧
少
な
く
品
質
も
惑
い

B
樫
の
如
き
優
良
炭
材
樹
禰
は

　
三
次
減
少
す
る
。
　
、

C
賄
芽
力
減
退
す
る
。
　
．

⊃
「
シ
ダ
」
類
昏
乱
璽
固
し
、
罧

－
穰
巾
、
土
歯
跡
慶
す

L’爵倉．

炉

　
　
回
す
る
に

　
　
　
　
　
モ

牟
が
、
林
産
物

　
馬
齢
讐
訂
正

曜
釜
富
士
翼
小
木
ぱ
製
一

匹
わ
備
を
な
齢
∬
な
い
が
、
現
在
　
　
．

一
篠
露
皆
伐
さ
れ
つ
、
あ
　
。
　
．

乞
は
瀞
輿
樺
伐
作
業
法
に
瀬

瀬
い
。
脳
弓
作
業
は
理
想
的
に

」
賞
行
ず
る
時
は
、
相
當
面
倒
餐

あ
り
、
自
画
山
の
場
合
ぼ
兎
も

角
、
他
人
樽
貸
却
の
場
合
の
如
一

き
、
實
幽
雛
聞
題
と
し
℃
掴
難
と

転
轍
黙
黙
雛
蕪

濫
掘
ゴ
蕩
耽
鵠
筆

立
ド
寸
以
亨
の
衆
木
は
絶
脳
閃

に
伐
総
を
な
い
ζ
占
に
し
謡
い

そ
し
噂
瀞
ズ
理
愚
的
⑳
操
伐
諜

を
運
用
論
る
よ
レ
，
㎏
勘
亀
陶

土
地
の
乾
燥
を
畿
和
し
㌶
隔
地

の
路
麟
を
防
窃
、
憶
究
期
の
伐
期

を
滅
r
め
ぢ
等
漕
其
の
勘
菓
は
士

気
販
い
9
　
亀
　
」
σ
　
－

斯
瓢
箪
源
木
⑳
不
足
し
で
居
る

時
に
な
利
用
度
を
高
め
る
導
と

が
緊
要
矯
あ
る
。
こ
，
の
慧
味
に

於
て
椎
郭
生
産
事
業
に
鶴
も
濫

工
競
増
（
濫
5
X
優
用
）
を
推

　
　
沁
恒
ゐ

数
こ
と
は
巳
　
　
雀

　
　
　
　
遣
り
馨
篭
剛

謬　　｝
　
代
金
の
轟
鱒
臨
写
す

聾
畝
驚
総
鑑

だ
け
で
な
ウ
蓋
塵
鐘
に
訟
で

　
ゆ
五
右
翼
の
点
で
も
，
齢
暴
…
天

獺
講
鑑
鰹

慨
し
た
㍗
ホ
村
で
は
二
f
五

年
度
に
斡
て
人
土
戯
矯
鵡
優
申

し
た
四
日
マ
ム
宇
個
梶
付
鷺
費

・
悶
悶
以
内
φ
奨
働
金
を
交
付
す

る
の
外
、
騒
瓠
蔭
誤
指
導
0

に
厨
内
感
雰
駈
で
権
奪
人
工

　
ぺ
弛
べ
た

経
演
の
大

金
に
依
っ
て

繕
え
ら
れ
て
、
居
る
こ
と
を
思
う

と
き
、
山
林
癌
瞥
法
の
改
善
と

合
理
化
を
計
る
こ
と
の
重
婆
温

つ
緊
急
な
る
こ
と
を
痛
届
す
燭

と
共
楓
▼
林
業
者
各
位
の
御
理

解
と
獅
　
協
力
を
願
う
も
の
で
あ

る
。
　
一
林
務
係
㌦
小
林
松
男

’

1蓄

　
　
　
　
℃

　
　
　
　
　
　
　
へ

．
血
7

　
　
　
　
　
’

漁
納
整
理
噺
片

「
今
回
は
2
3
・
…
…
・
｛
』

「
…
潔
ま
・
・
2
…
…
』

」
撮
直
配
事
か
、
・
山
仕
静
に
で
も
行

動
宅
い
お
②
か
獅
儲
の
濾
亀
も
な
い

　
七
四
賭
瞭
齢
戸
か
ら
、
緑
ぽ
か
り
勤

ξ
せ
鷲
汚
い
黒
猶
が
ノ
　
　
一

ξ
殉
ン
セ
　
　
　
竃
‘

　
と
一
㈹
鉦
？
の
9
も
り
距
野
壷
陶
腰
人

恋
し
3
②
数
か
℃
規
普
も
な
く
妊
つ

い
て
粛
斡
。
　
　
　
、

　
ず
に
「
昌
ヤ
ツ
」
と
雪
上
つ
憺
。

　
　
そ
の
人
0
・
漉
命
に
封
ず
る
壌
漕

　
は
，
，
納
ゆ
み
も
℃
癬
ぞ
。

　
　
位
妻
噂
納
め
れ
稔
金
が
、
舷

麟
雛
窯
即
編
纏
綿
殼

　
下
知
…
私
慾
に
費
亭
さ
れ
る
。
乱
下
の

泌
愈
憎
三
三
ゐ
。

　
『
ぢ
や
塾
リ
、
納
め
ん
つ
と
ヂ
ヤ
ね

　
甑
。
弔
い
欝
が
今
馳
纏
堆
工
事
に
行

　
歯
｝
る
か
り
、
ソ
ン
ノ
義
定
が
あ
っ

織
巌
瑠
霧

”
蝕
分
雲
行
き
が
箆
つ
寵
楽
鶉
ら
し

　
い
Ω
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
姶
め
Q
差
愛
盛
衷
ぽ
払
ら
、
δ
日

　
糖
に
は
納
骨
す
る
と
鴛
研
シ
。
　
　
．

　
「
本
嘗
に
私
逡
も
」
鵡
需
金
は
製
…
の

　
嶺
に
怨
り
て
い
皇
ナ
。
然
ル
暁
怯
で

．
督
促
事
数
料
と
蓄
会
撫
、
本
曇
よ

　
り
先
に
顧
幸
せ
よ
。
と
鶏
め
ぢ
れ
て

　
い
ま
ナ
の
で
獅
路
墨
騨
懇
ナ
が
窺
禦
ρ
上

　
ど
ら
・
起
も
な
塑
窪
7
勘
ん
］

　
評
《
叔
か
ら
●
董
鵬
歌
が
着
甲
い
で
い

　
㌃
い
縛
、
又
幽
監
冨
促
皿
絵
の
藍
島
冨
嵯
日

…
・
董
ト
・
…
・
・
響
聖
髭
鷺
は
後
廻

し
だ
ト
．
　
㍉
　
　
　
、

『
蜜
シ
尊
，
」
篤
塾
臨
め
六
ら
濁
尋

砂
擬
償
胃
今
簾
砿
罐
7
幅
融
蟄
蝕

筆
意
ウ
た
。
　
■
　
　
　
　
、

　
　
　
O
　
　
O
　
　
O

脱
」
蓑
の
払
え
と
纈
意
識
に
働
く

　
砲
轡
最
愛
に
唐
丹
轍
良
σ
積
卜

書
え
急
“
つ
て
い
る
。
　
　
軸
、
、

曜
今
口
は
…
…
正
心
ぷ
出
皇
7
瓶
甲

h
ア
⊥
　
　
　
　
　
，
，

　
蟻
」
書
眉
凄
乎
握
り
、
・
鋤

新
盤
慧
雛
菊
，

　
串
蜜
と
管
…
で
呼
吸
を
扱
い
て
、

“
9
逸
物
奪
斥
お
り
、
駐
日
帰
汗
融

営
岨
讐
嵐
ウ
て
貧
く
。

殉
瑚
ゆ
望
曝
㌔
二
着
四
魔
ψ
村
民

犠
と
、
辱
三
一
鈴
三
日
携
の
二
期
ぷ
、

惣
鯉
瑚
零
っ
て
い
な
い
撰
で
ナ
か
ら

盟
一
類
臨
診
り
着
し
肇
」

「
村
民
創
と
事
一
躍
鴨
邪
ね
苧
…
β
莚

端
雪
濠
廼
鱗
欝
”
学

生
納
め
ん
と
に
、
鑑
溌
層
雲
で
凝
ら

　
ち
9
ア
巨
鯨
レ
ン
ば
い
。
切
ン
グ

　
も
ね
図
画
に
、
ソ
，
規
脅
鴇
ぢ
や

概
叢
雛
講
鞘
識
轍
潟
磯

　　

@　

@　

@　

@　

閨
f
P
，
脊
卸
”

緬
窪
購
璽
雲
際
償
ナ
る
憩
疋
聯
馨
や
、
嚢
享
り
て
、
輪
金

　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
か
り
楽
だ
も
、
官
礎
は
や
レ
ポ
ポ

博
《

　
　
ヤ
　
　
　
　
ご
ヰ
　
　
　
ぞ
く

　
　
　
　
　
　
ヤ

，
灘
灘
辮
懸
・

纏
鍛
欝
欝

⇔
殊
な
夢
解
白
磁
悪
騒
陰
れ
る
こ
鳶
に

な
っ
て
い
葛
迄
と
噌
℃
漏
壷
丁
禽

枚
け
掌
鶏
職
は
、
漉
ロ
属
鵡
纏
掬
織

蓼
藍
　
　
　
も
　
　
，

ひ
人
と
り
」
匹
▲
ρ
セ
云
る
爾
　
2
鵬

榔
で
ぬ
風
鐸
監
査
書
う
な

疸
慰
伽
藍
益
蟹
を
船
蔵
で
轍
察

す
ろ
鱒
，
葡
繊
慰
k
入
ら
惣
い
分
鵜

そ
轟
だ
け
織
銀
盤
φ
昆
湿
る
0
で
℃

村
債
と
曾
っ
て
♪
村
魑
借
会
を
し
な

げ
れ
ば
絵
ら
な
い
。

金
彰
借
れ
娯
實
熱
劉
息
攣
納
め
陰

け
劇
ぱ
恥
ら
㌍
い
溺
の
　
灘
レ
困
難
盤
κ
ん

饗
魏
魏
嚢
醤

劇
つ
編
量
納
め
轟
必
婆
心
な
い

　
こ
の
剰
息
が
娃
瀞
阻
鼎
℃
場
る
ζ
≧

敏
縷
籔
榮
璽
麓

や
楽
な
く
と
，
も
よ
く
b
そ
轟
け
℃

村
の
徹
賞
も
察
ら
な
駆
や
で
．
包
金

も
姿
を
π
る
鮮
亨
確
海
登
に
幽
し
論

固
し
彊
σ
　
　
　
　
、

毎
渇
て
－
　
　
　
　
’

零
”
サ
、
串
？
』
　
　
　
、

　
6
旧
い
凝
ρ
　
、
　
、

「
沸
イ
険
ぐ
嚇
り
室
し
鷲
悔
、
　
し

藤
灘
舞
曲

　
と
娠
☆
8
、

『
子
温
め
益
霊
亀
石
窯
、
導

く
齢
め
も
審
は
爺
畿
降
・
ゲ
ヤ
カ

．
灘
醗
彊
鑛

　
　
　
　
　
　
県

門
門
噂
・
・
3
8
言
。
ガ
・
・
・
・
…
3
・
言
・
」

美
敗
っ
た
”
　
　
　
φ

成
型
こ
蓋
闘
不
野
分
ぢ
瀞
p
’

＼
『
お
鱒
拶
撃
か
ゼ
」
も
嫌
②
頭
も

あ
っ
鷲
の
か
。
樹
高
乍
ら
汗
通
摂
卿

慧
智
’
…
…
・
…
3
朱
諾
々
尋
。
　
　
　
、

趣
瓢
纏
縫
縫
蘇

む
く
分
け
て
，
ぞ
う
せ
ね
ば
な
ら
な

か
9
索
の
で
し
は
な
い
で
し
ょ
う
か
●

穆
え
て
見
て
幽
き
い
。
早
く
輌
め
賀

人
ξ
、
廻
く
納
め
る
人
、
つ
富
り
十

三
奢
で
拡
、
美
ツ
弧
6
㌔
空
く
鹸
…
め

恥
人
が
良
炉
緬
糖
礎
で
あ
る
の
に
、

　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

旧
い
あ
サ
裳
ぜ
ん
。
如
何
な
る
串
情

が
あ
嚢
せ
£
炸
ボ
耀
。
只
慨
冨
転

一
賃
賀
円
甚
二
十
賛
の
話
調
馳
ナ
幽

　
箆
で
又
翻
し
愚
脚
℃
￥
ヤ
ウ
プ

働
魯
解
よ
つ
て
、
霧
桝
登
に
封
ナ

拳
麺
滞
金
②
嘱
が
翻
鷺
に
糎
旧
き

れ
る
・
橡
に
な
る
こ
と
署
薩

割
叩
必
ず
し
げ
も
、
不
納
で
は
な
～
L
融

秘
壕
の
意
憲
を
充
分
双
り
入
繋
留

薬
慰
あ
垂
が
漁
反
口
κ
℃
沁
噛
め
軍

　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ

綴
濡
燕
難
読

　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
に

お
鱈
罐
鑓
礎
盤
鱗
茎

，
な
集
三
日
洩
匙
旗
。
　
　
－

虐
穐
縮
鍵
鮎
鉾
㍗

　
　
　
　
　
　
　
　
4
p

　
翠
蕊
る
し
、
9
亙
二
五
咽
で
ナ
か

麟
帥
雛
郡

二
酉
肥
（
し
～

「
懸
離
し
画
し
轟
』

　
≧
尋
伍
咳
れ
輸
に
は
、
●
含
逆

ト
　
　
　
　
は
魂
ー
ク
を
毛
体
し
く
鵬

　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

獅
、
，
自
説
。
　
　
－

　
幽
　
O
　
　
O
　
　
O

’
・
護
務
紳
嚢

，
ン
が
融
易
を
糟
亭
廊
扇
蟹
を
数
し

て
子
饗
し
て
．
い
る
。
　
－

，
「
今
費
馨
…
．
オ
姜
，
ン
』

　
姐
櫓
雛
人
は
？
レ
見
繕
し
た
が
い

な
い
。
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
、
－

　
　
　
　
　
へ

「
（
イ
？
』

ナ
遣
瀬
邸
楚
蹟
輔
編

の
飛
施
驚
で
、
噛
晃
な
い
銀
，
を
レ
質

そ
れ
と
な
～
、
惣
盟
擬
も
た
ら
レ
い
？

　
見
喰
は
僻
幽
幽
。
　
　
　
　
’
、

「
7
ン
轟
幽
界
熾
三
型
ネ
こ

　
ハ
沸
量
「
ン
●
そ
れ
で
緩
み
〆
《
や

っ
た
な
豊
奮
履
げ
と
灘
櫨
か
ら
ず

『
影
κ
ゆ
ナ
．
畿
鵜
ゆ
、
・
糖
欝
層

雲
ど
う
か
し
轟
？
｝
　
　
，
　
」
、

ウ
吻
7
p
　
　
，

槽
レ
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
リ
　
　
ナ

　
　
謬

　
　
　
　
　
重
継
　
　
重

爆ら

卍
鋤
嶋
壌
。
轡
ら
－

舞
鐸下露

　
　
　
　
ぱ
し
喪
。

　
　
　
　
　
？
分
油
田
，
ン
齢
霞
め
て
昊

れ
6
氣
を
。
　
　
　
　
　
、
－

踏
舞
鰐
甘
二
＋
四
”
」
　
、

　
ウ
い
豊
簿
と
鵬
卜
い
　
　
　
　
　
　
．

『
鯖
岱
ち
、
や
9
ど
が
？
」

「
通
語
二
十
円
事
亀
」
　
　
　
、

　
と
げ
廊
甘
ぞ
ひ
鑑
て
　
　
・

　
　
　
　
　
し
　
　
ゆ

「
ね
呂
こ
果
、
救
国
け
ン
ど
ん
ら
何

穐
ね
、
，
モ
導
や
『
」
。

「
村
民
穣
を
ね
㌻
藁
郷
村
に
居
る

訟
婦
噛
魏
謄
写
遡
聾

心
さ
ん
が
、
怒
’
マ
せ
ん
』
痴
ら
ん

覧
？
」
　
　
　
　
r
　
　
馬
ノ
　
，
　
　
ノ

．
『
糖
全
落
ち
，
踊
る
（
が
．
何

　
ん
健
鼻
に
お
6
も
ん
ね
」

　
－
幽
熟
，
y
鋤
税
歯
釜
な
ら
ぬ
b
餐

激
震
『
煽
の
事
血
脚
傘
聞
答
が
一
も
Ω
璽

　
僧
で
子
野
田
勧
歳
遊
膿
禰
多
野
勢

ζ
暴
露
⑦
饗
℃
且
つ
か
り
田
し
舜

潔
、
蓼
群
団
ら
遇
璃
渡
誓
に
箕
9

　
い
募
の
制
や
ヤ
ラ
メ
ル
4
を
量
ケ

掴
軸
出
し
《
睡
り
繋
ら
℃
霊
獣
夢
シ

吋
噂
デ
奄
，
蓄
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